


セミナーにてこれらの内容を詳しく解説いたします! 表面QRコードからお申込みください!

新規集客が減少しても業績ＵＰさせる秘訣とは

当日の講座内容を先行公開 !

いよいよ第二章へ ! ７年型マイカーリースの契約満了へ向けた取り組みと中古車再販事業

☑ たった1拠点で年商10億円・営業利益1億円を実現！
高収益の秘訣と損益構造を大解剖して徹底解説

☑ フラット７開発の背景とまだ全国に事例のなかった導入期の取り組み
☑ フラット７を売れるサブスクに磨き上げた現場での実施事項
☑ 競合となる他社サブスク商品との差別化戦略
☑ 試乗率80％をKPIに設定し、成約率アップ！
☑ 新規向けの接客担当を専任化 ! その他営業力UPへ向けた店頭戦略
☑ 誰でも売れる！営業ツールの導入・業界未経験者の即戦力化
☑ ディスカウントストアへのサテライト店出店による集客戦略
☑ のぼり・展示場レイアウト・看板… リース専門店の店作りとは？
☑ 代替や紹介を増やすためのサービス入庫客への配布物・案内事項
☑ 付保率を上げる保険商談の基本フローとは？
☑ リース契約満了へ向けたお客様へのアプローチ手法とは？
☑ 平均14台(/月)販売！中古車再販の仕組みとポイントは？
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2016年の 「フラット7」 全国FC展開に際して、
5ヵ月ほど先立ち、直営店では2015年8月より
マイカーリース事業を取り扱い始めました。当時、
売れるか心配だった面もありますが、“思ったよ
り売れた” というのが本音です。フラット7は7年
型リースですので、昨年2022年より契約満了を
迎え始めています。さらに、今年度は210件もの
満了リストがあります。いよいよという感じです

さがリースアップ車の特徴です。一部、小売の在庫
とせず、オークションへ出品し、収益化しているもの
もありますが、収益を中古車部門で計上できますの
で、新しい章に突入した印象ですね。

◆ 2023年度以降のリース満了到来予測件数 ◆
※ フラット7直営店（千葉県）単店での数値

（件）

2023年度 2024年度 2025年度 2026年度 2027年度 2028年度

リースを伸ばしただけで拠点営業利益1億円超 !

ね。返却される車両の状態はさまざまですが、昨年10月よりリースアップ車が
主要在庫となる中古車展示場を直営店に併設する形で設置しました。フラット
7認定中古車として、「ワンオーナー中古車専門店」を前面に出すという形式で
ブランディングしており、在庫車両にはのぼり、プライスを設置したうえで全
車、ポータルサイトへ掲載しています。オークション仕入れ等の在庫車輛と比較
すると、リースアップ車輛は商品化工程が大幅に短縮できます。圧倒的な品質
の良
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☑ サービス新規客を増やす施策は全くの未着手！
新車リース販売を伸ばしただけで一般整備生産台数は２.６倍に！

☑ 車検台数は２.０倍に成長！
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